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1 . 緒言

布 の よ う な 二 次 元 的繊維集合体 の 重 要

な 応 用 分 野の 一つ に衣服が あ る 。 衣服 は着

用 し て 使用 す る の で そ の 表 面 が 皮 膚 に ど

の よ う な 影 響 を 及 ぼ す か と い う 事 は 重 要

で あ る 。 こ の研究では布表 面 の 凹 凸 に よ っ

て 変形 さ れ た皮 膚表 面側 の 凹 凸 の 状 態 を

捉 え る 方法 の 開 発 を行 っ て い る 。

2 . 実験方法

布 と 人 体 表面 と の 接触 の モ デ、ノレ と し て

人 体 の か わ り に 透 明 シ リ コ ン ゴ ム を も ち

い て 、 と れ と 布 と の接触状態 を顕微鏡写真

と し て画像デー タ 化す る 装 置 を構成 し た。

シ リ コ ン ゴ ム 模型 の 接触 面 は 直径 50mm

で あ り 、 接 触 応 力 は 最 低 2gf/cm2 か ら

45.3gf/cm2 ま で設定可能で あ る 。

3 . 結果 と 考察

上記の 装 置 で接触状態画像 を観察 し 、 そ

の 時 の 接 触 に よ る シ リ コ ン ゴ ム 表 面 の 変

形 部 が 占 め る 面積 の 割 合 を 調 査 し た (Fig.

1 )。 変形部 は接触応力 の増加 に 伴 っ て 単調

増 加 す る が 、 特 に 応 力 が 8gf!cm2 か ら

45 36cm2 の 範囲 では

y=� ( 1 )  

の 関係 が 見 ら れた。 但 し( 1 )式 中 Y は シ リ コ

ン ゴム 変形部の 面積割合 、 X は応 力 、 α と d

は 定数 で あ る 。 α 及 び d の 値 の 一例 を

Table 1 に示す。
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Fig.1 Contact part area as a function of 
contact pressure. 

Table 1 Contact Condition Parameters 

Sample 

plain knitted fabric 

rib kr百仕ed fabric 

α d 

0.728 

0.653 

2.66 

3 .52 

4 . 結論

人体の模型 と し て 透明 シ リ コ ン ゴ ム を 用

い る 事 で 実 際 の衣 服 の 着 用 時 の接触応力

に 近 い 範 囲 で接触 状 態 を 直接観察す る 装

置 を 構成 し た 。 接触応力 が 8"""'"45.3gf/cm2 

の 範 囲 で は 応 力 と 接触部 の 広 が り と の 聞

に 一 定 の 関係 が あ る 事が 分 か つ た。
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